
城西大学現代政策学部学生へのヒアリング実施結果【主な意見】 

令和６年１０月に（仮称）第１期鶴ヶ島市こども計画策定に向け、当事者の意見を参考にするため、市内在住の城西大学現代政策学部の学生を対象にヒアリング

を実施した。結果は次のとおり。 

質問内容 城西大学学生（２、４年生２人） 

Ｑ１ 鶴ヶ島市の良い

点、悪い点は。 

≪ 良い点 ≫ 

・つるワゴンなど公共交通が充実している。 

・自動車があれば生活に困らない。 

・若葉駅、鶴ヶ島駅に商業施設、飲食店がある。 

≪ 悪い点 ≫ 

・つるワゴンの乗り方がわからないとの声を聞く。 

・一人暮らしで自動車がない場合、家具・家電を揃えるのが大変である。 

・駅が市の端にあるため自動車がないと不便である。 

Ｑ２ 市にしてほしか

ったことは。 

・大学生になるとある程度自分で行動できるため、市に何かしてほしいと感じない。 

Ｑ３ 放課後や休日に

過ごしたい場所、あっ

たらいいと思う場所

は。 

・商業施設、買い物をするところがほしい。 

・図書館で過ごしたい。鶴ヶ島市は中央図書館、分室があり充実していると思う。 

Q４ 鶴ヶ島市で働き

たいと思うか。また、住

み続けたいと思うか。 

≪ 働くこと ≫ 

・実家が鶴ヶ島市なので、安心して働ける埼玉県内で就職先を検討している。 

・故郷の福島県内で就職先を検討している。 

≪ 住み続けること ≫ 

・実家が鶴ヶ島市なので引き続き住み続けたい。また、子育て環境（送迎保育など）が整っており、図書館が充

実していることも住み続けたいと思う理由である。 

・居心地がよいため、故郷の福島で住み続けたい。 

 


